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令和2.1.17　いいだ市議会だより216号

令
和
元
年
度
の

議
会
報
告
会
で
は
、

「
小
学
校
の
ト
イ

レ
環
境
」
に
対
す
る

ご
意
見
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、

社
会
文
教
委
員
会

で
は
、
市
内
小
・
中

学
校
全
て
の
ト
イ

レ
環
境
の
現
状
把

握
と
学
校
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
環
境
改
善
な
ど
早
急
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
、
予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、　

月
６
日
の
本
会
議
で
の
同
意
を
も
っ
て
市

１２

長
へ
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
提
言
内
容
（
一
部
要
約
）
】

Ⅰ　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

（
一
）
普
通
教
室
棟
の
各
男
女
ト
イ
レ
に
少
な
く
と

も
一
基
の
洋
式
ト
イ
レ
を
設
置
さ
れ
た
い
。

（
二
）
洋
式
化
に
あ
た
り
、
３
年
間
を
目
処
に
計
画

的
な
改
修
工
事
を
実
施
さ
れ
た
い
。

（
三
）
ト
イ
レ
の
間
仕
切
り
な
ど
、
問
題
点
に
対
す

る
環
境
の
改
善
を
実
施
さ
れ
た
い
。

　

※
こ
の
他
に
も
行
政
評
価
に
関
す
る
追
加
確
認
事
項
を

提
言
し
ま
し
た
。

飯
田
市
を
含
む
全
国
の
過
疎
地
域
に
お
い
て
、
生

活
環
境
の
整
備
や
産
業
振
興
な
ど
に
成
果
を
上
げ
て

き
た
「
過
疎
地
域
対
策
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
が
令

和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て
失
効
を
迎
え
ま
す
。
国
土

の
過
半
を
占
め
る
過
疎
地
域
が
都
市
に
対
す
る
食
糧
・

水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、

災
害
の
防
止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
引
き
続
き
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を

強
く
要
望
す
る
た
め
に
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出

し
た
い
と
す
る
も
の
で
す
。

過
疎
地
域
が
、
そ
こ
に
住
み
続
け
る
住
民
に
と
っ

て
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
と
し
て
健
全
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
、
都
市
を
も
含
め
た
国
民
全

体
の
安
心
・
安
全
な

生
活
に
寄
与
し
ま

す
。
引
き
続
き
過

疎
対
策
を
充
実
強

化
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
し

て
、
意
見
書
を
全
会

一
致
で
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務

大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

②

令
和
元
年　

月　

日
の
開
会
日
に
、
執
行
機
関
側
か

１１

２５

ら
報
告
案
件
２
件
、
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
関
す

る
人
事
案
件
１
件
、
条
例
案
件
６
件
、
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
案
件
等
一
般
案
件
９
件
、

令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
係
る
案
件
５
件
の
合
計　
２３

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、　

月
６
日
に
は
飯
田
市
職
員
の
給
与
に
関

１２

す
る
条
例
案
件
１
件
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
人
件
費
等

の
補
正
予
算
案
件
３
件
の
合
計
４
件
の
追
加
議
案
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
最
終
日
の　

月　
１２

１８

日
に
は
議
会
総
務
委
員
会
か
ら
１
件
の
議
案
を
提
出

し
ま
し
た
。

初
日
提
出
の
報
告
案
件
、
人
事
案
件
、
及
び
災
害
復

旧
に
伴
う
補
正
予
算
案
の
計
４
件
に
つ
い
て
は
い
ず

れ
も
即
日
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
で
の

慎
重
な
審
査
を
経
て
、
最
終
日
の
審
議
で
は
、
予
算
案

件
の
う
ち
、
リ
ニ
ア
代
替
地
整
備
事
業
費
の
増
額
を

求
め
る
補
正
予
算
案
に
対
し
、
反
対
討
論
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
全
会
一
致
で
可
決

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
環
境
改
善
を
！

令
和
２
年
度
予
算
編
成
へ
向
け
た　
　

提
言
書
を
市
長
へ
提
出

▲総務委員長から議案を説明

▲議長から市長へ提言書を手渡しました



令和2.1.17　いいだ市議会だより216号③

～市民の声が反映できるまちを目指して～

開催期間：10月1日～10月10日／会場：市内 7カ所／参加人数：743人

議会報告会を開催しました

　今回も大勢の皆さんにご参加いただきました。また、分科会やアンケートを通し貴重なご意

見、ご要望を多数お寄せいただき、ありがとうございました。

　いただいたご意見は、内容に応じて分科会

を担当した委員会へ振り分けを行い、これを

各委員会で更に２つの事項（①市の執行機関

に申し送る、②議会で扱う）に整理しました。

　特に②については、今後の調査・研究に生

かすとともに、回答が必要と判断したご意見

に対しては、３月末の回答に向けた取り組み

を行います。（一部のご意見に対しては、昨年末に回答を

公表しました。詳しくはホームページをご覧ください。）

合計飯田5地区竜東南部北部中部西部遠山ブロック名

７日間10月10日10月９日10月８日10月４日10月３日10月２日10月１日開催日

743人155人92人73人140人104人104人75人参加人数

【全体会】
広報広聴委員長より

議会の取り組みにつ

いて説明

【第１分科会（総務委員会）】
環境政策に対し市民が誇りを持てる社会を目指し

「身近な環境問題」をテーマに意見交換

【第３分科会（産業建設委員会）】
リニア・三遠南信時代を見据え、各地区の実情に

沿ったテーマ設定による意見交換

【第２分科会（社会文教委員会）】
初の試みとなる、小グループに分かれての「円卓会議」

方式で「子どもを見守り育む」をテーマに意見交換

飯田コアカレッジの学生の皆さんにも大勢参加いただ

き、参加者からは「若者が多く、会が明るい感じがし

て良かった」との感想をいただきました。



令和2.1.17　いいだ市議会だより216号 ④

山　

崎　

昌　

伸　

議
員 

代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問

代
表
質
問　

会会会会会会会会会会
派派派派派派派派派派
のののののののののの
ぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞ

会
派
の
ぞ
みみみみみみみみみみみ

人口減少社会にあって持続可能な地域づくりの推進を
～市長の市政経営とリーダーシップのあり方について～

市
長
就
任
以
来
、
市
役
所
の
経
営
、

組
織
風
土
の
あ
り
方
、
人
材
育
成
な

ど
の
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
。

市
長
は
政
策
推
進
の
責
任
者
。
緊
急

時
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
迅
速

な
対
応
を
す
る
が
、
普
段
は
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
政
策
事
業
を
行
う
の
が
私
の
ス
タ
イ

ル
。
そ
う
し
た
中
で
「
地
域
経
済
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
地
域
健
康
ケ
ア
計
画
」、

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
2
0
2
8
」
の

戦
略
計
画
等
も
策
定
し
て
き
た
。

地
域
自
治
組
織
の
負
担
感
の
増
大
が

顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
内
容
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

市
か
ら
依
頼
す
る
業
務
が
負
担
に

な
っ
て
お
り
、
改
善
が
必
要
と
捉
え

て
い
る
。
ま
た
、
課
題
の
解
決
が
容
易
で

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
ま

で
地
域
づ
く
り
の
主
役
だ
っ
た　

歳
代
が

60

働
く
世
代
と
な
り
、
役
員
選
出
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
な
ど
の
事
由
が
重
な
っ
て
、

負
担
感
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

■
リ
ニ
ア
関
連
事
業
■
産
業
振
興
■
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
■
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
■
子
育

て
、
教
育
■
安
全
安
心
な
社
会
の
構
築
■

環
境
へ
の
取
り
組
み
■
事
業
者
と
の
連
携

代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問

代
表
質
問　

会会会会会会会会会会
派派派派派派派派派派
みみみみみみみみみみ
らららららららららら

会
派
み
ら
いいいいいいいいいいい

井　

坪　
　
　

隆　

議
員 

市長の４期目の公約について
～公約は、この街にどんな成果をもたらしたか。市民感覚で問う～

組
合
未
加
入
問
題
、
帰
っ
て
来
る
若

者
の
働
く
場
づ
く
り
等
、
市
民
感
覚

で
は
市
長
の
政
策
が
効
果
を
上
げ
て
い
な

い
の
で
は
。

各
自
治
活
動
組
織
で
は
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
課
題
改
善
に
結
び
つ
け
て

お
り
、
行
政
と
し
て
も
そ
う
し
た
活
動
に

対
し
、
財
政
支
援
や
活
動
支
援
を
し
て
い

る
。
ま
た
、
若
者
の
働
く
場
の
確
保
に
向

け
て
は
、
新
た
な
産
業
の
創
出
や
、
従
来

か
ら
の
基
幹
産
業
の
高
度
化
・
高
付
加
価

値
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
政
策
を
進
め

る
上
で
は
、
大
き
な
課
題
に
対
し
て
目
指

す
姿
を
き
ち
ん
と
掲
げ
、
そ
の
目
指
す
姿

に
向
か
い
、
足
元
か
ら
成
果
を
積
み
上
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

最
重
要
課
題
と
し
た
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
費
の
長

期
的
な
財
政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

駅
周
辺
整
備
事
業
と
同
様
に
、
重
点

協
議
地
区
や
乗
換
新
駅
の
設
置
に
つ

い
て
も
、
関
係
す
る
皆
さ
ん
と
の
協
議
が

整
い
、
基
本
的
な
考
え
方
が
ま
と
ま
っ
た

段
階
で
、
そ
の
内
容
や
事
業
費
等
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
全
体
の
財
政
的
な
見
通
し
が
い

つ
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
段
階
で

は
明
確
に
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

第４回定例会の代表質問・一般質問の

概要を紹介します

第４回定例会の代表質問・一般質問の

概要を紹介します

第４回定例会の代表質問・一般質問の

概要を紹介します

▶質問順に掲載

▶末尾の■は、他の質問項目

▶質問の様子は、ＹｏｕＴｕｂｅで動画

　配信しています

▶質問順に掲載

▶末尾の■は、他の質問項目

▶質問の様子は、ＹｏｕＴｕｂｅで動画

　配信しています

▶質問順に掲載

▶末尾の■は、他の質問項目

▶質問の様子は、ＹｏｕＴｕｂｅで動画

　配信しています

代表質問　４・５ページ

　各会派を代表して１人が市政全般について質問

します。会派の意見を次年度の予算に反映させや

すいよう、飯田市議会では、12 月（第４回定例会）

に行っています。

一般質問　６・７ページ

　市政全般にわたり、市長をはじめ

執行機関側に、事業の執行状況や将

来的な方針などを質し、説明を求めるものです。

第４回定例会では、12 人の議員が質問しました。



令和2.1.17　いいだ市議会だより216号⑤

代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問

代
表
質
問　

日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本
共共共共共共共共共共
産産産産産産産産産産

日
本
共
産
党党党党党党党党党党党

代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問

代
表
質
問　

市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民
パパパパパパパパパパ
ワワワワワワワワワワ

市
民
パ
ワ
ーーーーーーーーーーー

代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問

代
表
質
問　

公公公公公公公公公公
明明明明明明明明明明
党党党党党党党党党党

公
明
党

木　

下　

容　

子　

議
員 

地域で安心して暮らせるための支援体制について
～地域の医療の現状と、女性が輝ける社会づくりは～

飯
伊
地
域
で
は
、
開
業
医
の
高
齢
化

問
題
な
ど
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
医
療
の
現
状
と
課
題
は
ど
う
か
。

全
国
的
な
病
院
の
働
き
方
改
革
へ
の

対
応
も
含
め
、
医
師
が
少
な
い
地
域

で
の
救
急
体
制
が
不
安
視
さ
れ
て
い
る
。

当
地
域
で
は
、
地
域
内
の
医
療
機
関
が
相

互
に
連
携
し
て
医
療
を
提
供
し
て
き
た

が
、
進
行
す
る
開
業
医
の
先
生
方
の
高
齢

化
に
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
市
立
病
院
で
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
関
わ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
難
し
い

問
題
だ
と
感
じ
て
い
る
。

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
の
男

性
へ
の
働
き
か
け
の
現
状
は
ど
う
か
。

今
後
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

男
性
の
育
児
休
暇
に
つ
い
て
、
事
業

所
訪
問
に
よ
り
、
制
度
が
整
っ
て
い

て
も
取
得
者
は
少
な
い
状
況
と
聞
い
て
い

る
。
休
暇
制
度
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
育
児
が
進
む
よ

う
、
引
き
続
き
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
を

進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
家
庭
や
地
域

に
対
し
て
は
啓
発
に
向
け
た
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

に
お
い
て
、
市
民
や
事
業
者
と
連
携
し
た

学
習
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
啓

発
に
努
め
た
い
。

■
牧
野
市
政
４
期　

年
目
を
迎
え
て

16

後　

藤　

荘　

一　

議
員 　

市長の政治姿勢と新年度予算編成について
～日本国憲法に基づいた市政運営を求めて～

市
政
運
営
全
般
を
日
本
国
憲
法
に
基

づ
い
た
も
の
、
特
に
憲
法
の
も
つ
３
原

則
を
基
本
と
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
就
任
当
初
か
ら
、社
会
的
に
弱
い

立
場
の
皆
さ
ん
に
手
を
差
し
伸
べ
る

の
が
行
政
の
本
旨
と
考
え
て
い
る
。産
業
振

興
に
努
め
、行
財
政
改
革
を
進
め
、福
祉
政

策
を
充
実
で
き
る
よ
う
に
財
政
基
盤
を

作
っ
て
い
く
。ま
た
、令
和
の
時
代
が
平
和

で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

国
保
・
介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
国

の
財
政
支
援
強
化
の
申
し
入
れ
は
。

ま
た
、
日
米
貿
易
協
定
の
改
定
な
ど
に
よ

る
畜
産
農
家
へ
の
対
策
は
。

全
国
市
長
会
は
、
年
に
２
回
、
全
国

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
提
出
さ
れ
た
重
要

課
題
を
決
議
し
、
提
言
と
し
て
ま
と
め
、

要
請
活
動
を
し
て
い
る
。
今
年
度
は
、
国

保
財
政
基
盤
の
強
化
の
た
め
の
財
政
支

援
、
介
護
保
険
制
度
に
係
る
財
政
措
置
の

拡
充
に
つ
い
て
決
議
し
、
提
言
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
提
言
と
は
別
に
「
国
民
健

康
保
険
制
度
等
に
関
す
る
重
点
提
言
」、

「
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
重
点
提
言
」

を
ま
と
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て

は
、
当
地
域
へ
の
影
響
を
把
握
し
た
上

で
、
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
の
対

策
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
国
へ

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
く
。

永　

井　

一　

英　

議
員 

少子高齢化・人口減少時代にあって
～人と地域を生かす共生社会の構築に向けて～

国
の
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く

り
と
、
市
の
「
地
域
福
祉
課
題
検
討
会
」

の
関
連
性
と
目
指
す
ま
ち
の
姿
は
違
う
か
。

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ
く

り
は
、
様
々
な
枠
を
超
え
て
地
域
を

共
に
創
っ
て
い
く
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。「
地
域
福
祉
課
題
検
討
会
」
は
、
地
域

の
支
え
合
い
の
基
盤
強
化
を
目
指
し
て
い

る
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
を
創
り
、
共
生
社
会
を
構
築
す

る
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。

安
全
安
心
で
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
を
ど
の

よ
う
に
図
る
か
。

市
で
は
、
地
域
公
共
交
通
の
諸
問
題

を
解
決
し
な
が
ら
現
在
の
サ
ー
ビ
ス

水
準
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
自
動
運
転
な
ど
、
新
た
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
や
活
用
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
、
庁
内
で
「
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

検
討
チ
ー
ム
」
を
今
年
度
設
置
し
た
。
社

会
実
装
の
現
状
等
に
関
す
る
勉
強
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
諸
課
題
の
検
討

を
総
合
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

■
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
と
来
年
度
の
予

算
編
成
■
力
強
い
地
域
経
済
の
振
興
■
気

候
変
動
へ
の
対
応
■
防
災
意
識
社
会
の
構

築
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小　林　真　一　議員（公　明　党）

免
許
返
納
後
、
本
人
と
家
族
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
、
バ
ス
・

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
回
数
券

増
刷
、
増
額
の
考
え
は
。

免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
方
を

対
象
に
、
バ
ス
又
は
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
回
数
券
を
申
請
に
基
づ

き
１
回
限
り
交
付
し
て
い
る
。
こ
の

制
度
は
、
公
共
交
通
の
維
持
確
保
の

た
め
、
移
動
手
段
を
公
共
交
通
へ
切

り
替
え
て
も
ら
い
利
用
促
進
へ
繋
げ

る
狙
い
も
あ
る
。
年
々
、
公
共
交
通

に
係
る
事
業
費
は
増
し
て
お
り
、
新

た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
充
実
す
る
こ
と

を
含
め
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

高齢ドライバーの免許証
自主返納への支援の現状は

福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
金
の

増
額
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

当
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
に

対
す
る
補
助
制
度
を
早
期
に
創

設
し
て
対
応
し
て
き
た
。
補
助
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
の
動
機
付
け
と
し

て
、
他
市
の
金
額
も
参
考
に
、
適
正

な
補
助
金
額
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
過
去
に
購
入
し
た
処
理
機
の
買

い
替
え
に
応
じ
た
制
度
設
計
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
飯
田
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に

つ
い
て

災害ごみの受け入れと
環境意識の醸成について

福　沢　　　清　議員（会派みらい）

飯
田
市
の
生
活
圏
域
ご
と
の
成

果
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
保
険
者
に

占
め
る
要
介
護
者
の
割
合
（
出

現
率
）
と
考
え
て
良
い
か
。

健
康
寿
命
や
要
介
護
の
認
定
率

は
、成
果
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
分
か

り
や
す
い
指
標
だ
が
、予
防
活
動
の
効

果
が
数
字
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ

れ
る
か
疑
義
も
あ
る
。ま
た
、圏
域
ご

と
の
健
康
寿
命
の
算
出
は
困
難
で
あ

り
、要
介
護
の
認
定
率
は
小
さ
な
社
会

変
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、指
標
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

■
国
が
進
め
る
「
働
き
方
改
革
」
で
、

飯
田
下
伊
那
の
労
働
環
境
の
変
化
に

つ
い
て

昨年行った附帯決議が
次期介護計画にどう活かされるか

岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

「
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
」
に
設
置

す
る
計
画
は
好
適
地
の
観
点
で

疑
問
。
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が

「
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
」
に
立
ち
上
げ

て
運
営
す
る
。
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の

た
め
、
適
切
な
規
模
で
ア
ク
セ
ス
が

良
く
、
広
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

で
き
る
場
所
が
必
要
で
あ
り
、
設
置

場
所
は
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
て

検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

■
市
民
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て

大規模災害時における
受援の体制と課題は

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

児
童
福
祉
法
第
２
条
「
地
方
自

治
体
が
責
任
を
負
う
」
を
基
本

に
、
方
針
（
案
）
を
作
成
し
て
は

ど
う
か
。

市
に
は
、
保
育
の
実
施
者
と
し

て
の
行
政
責
任
が
あ
る
。
民
営

化
に
よ
り
、
飯
田
市
の
保
育
は
、
民

間
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
公
立

保
育
所
の
３
種
類
の
形
態
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
。
多
様
な
主
体
が
施

設
運
営
を
す
る
場
合
で
も
、
公
立
・

民
間
に
関
わ
ら
ず
、
管
理
も
含
め
た

運
営
に
つ
い
て
、
安
全
安
心
な
保
育

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
行
政
の
責
任

と
し
て
指
導
や
支
援
を
し
て
い
く
。

飯田市幼児教育・保育の
あり方方針（案）について

清　水　優一郎　議員（会派のぞみ）

天
龍
峡
大
橋
が
開
通
し
た
が
経

済
効
果
が
出
て
い
な
い
。
物
販

施
設
の
整
備
や
地
域
が
潤
う
た

め
の
新
体
制
が
必
要
で
は
。

天
龍
峡
Ｐ
Ａ
や
下
村
広
場
の
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
地
元
の
皆

さ
ん
や
民
間
事
業
者
等
と
検
討
し
て

い
く
。
天
龍
峡
周
辺
へ
の「
道
の
駅
」

設
置
に
つ
い
て
は
、
庁
内
関
係
部
局

で
調
整
会
議
を
行
い
、
検
討
・
調
整

を
進
め
て
い
る
。
経
済
効
果
が
出
る

よ
う
な
観
光
の
仕
掛
け
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
含
め
て
体
制
と
仕
組
み
を
作
っ
て

い
く
。

■
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
創
設
に
つ
い
て

観光を地域振興に
つなげるためには

ここから「一般質問」
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村　松　まり子　議員（公　明　党）

微
細
な
認
知
機
能
の
変
化
を

簡
易
・
高
精
度
に
確
認
で
き
る

「
あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

認
知
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
組

み
と
し
て
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る「
も
の
忘
れ

相
談
票
」で
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
の

で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
、心
配
に
な
っ
た
時
は
、相
談

票
を
持
参
し
て
相
談
い
た
だ
く
よ
う

呼
び
掛
け
て
い
る
。議
員
ご
紹
介
の

「
あ
た
ま
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」は
、「
も

の
忘
れ
相
談
票
」へ
到
達
す
る
前
の

チ
ェ
ッ
ク
方
法
と
考
え
る
。研
究
し

て
い
き
た
い
。

認知症対策の推進について

塚　平　一　成　議員（会派のぞみ）

V
Ｒ
等
の
Ｘ
Ｒ
技
術
は
、
遺
跡

や
古
墳
群
・
景
勝
地
の
魅
力
発

信
ツ
ー
ル
と
し
て
研
究
価
値

が
高
い
と
捉
え
る
が
ど
う
か
。

恒
川
官
衙
遺
跡
や
飯
田
古
墳
群

に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
、そ
の
魅
力
を
伝
え
、歴
史
や
文
化

を
よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、Ｘ
Ｒ
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
は

有
効
な
手
段
と
考
え
る
。導
入
に
は

相
当
の
費
用
も
か
か
る
が
、今
後
、技

術
開
発
が
進
ん
で
行
く
と
考
え
ら

れ
、一
つ
の
手
法
と
し
て
研
究
し
て

い
く
価
値
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
組
合
加
入
促
進
へ
の
施
策
に
つ

い
て

最先端映像技術(ＸＲ)の
活用について

木　下　德　康　議員（会派のぞみ）

全
国
的
に
自
治
体
が
担
う
公
会

計
へ
移
行
が
増
え
て
い
る
が
、

学
校
単
位
の
私
会
計
で
あ
る
飯

田
市
は
今
後
ど
う
す
る
か
。

公
会
計
化
の
導
入
は
、
体
制
整

備
に
多
額
の
経
費
が
か
か
る
と

い
う
課
題
も
あ
る
が
、
学
校
教
職
員

の
負
担
を
軽
減
し
、
児
童
生
徒
に
向

き
合
う
時
間
を
確
保
で
き
る
と
い
っ

た
効
果
も
期
待
で
き
る
。
す
で
に
取

り
組
ん
で
い
る
他
自
治
体
の
状
況
を

確
認
す
る
な
ど
、
導
入
に
向
け
た
検

討
を
始
め
た
い
。

■
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
に
対
応
し
た
市
民
か

ら
の
声
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

小中学校の給食費の
公会計化について

木　下　克　志　議員（会派のぞみ）

年
間
１
、
５
０
０
カ
所
に
及
ぶ

生
活
道
路
の
陥
没
補
修
の
実
態

と
、
抜
本
的
な
対
策
は
。

道
路
の
補
修
は
、
土
木
課
の
職

員
を
中
心
に
、
各
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
職
員
や
地
域
の
方
に
も
協
力

い
た
だ
い
て
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
４
年
か
ら
郵
便
局
に
依
頼

し
、
配
達
時
に
発
見
し
た
破
損
個
所

を
報
告
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
道
路

や
河
川
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、

国
に
も
要
望
を
継
続
し
て
い
る
。
財

源
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
有
効
な
対

策
を
考
え
て
い
く
。

■
観
光
行
政
に
つ
い
て

道路管理の瑕疵による
事故対策は

熊　谷　泰　人　議員（会派のぞみ）

風
雨
災
害
に
備
え
、
早
急
に
河

川
・
排
水
路
の
台
帳
を
作
成
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

異
常
気
象
等
に
よ
り
生
活
圏
域

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
風

雨
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、

河
川
に
関
わ
る
デ
ー
タ
を
整
理
し
て

台
帳
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
数
千
万

円
の
規
模
で
で
き
る
状
況
で
は
な

い
。
コ
ス
ト
を
含
め
、
整
備
す
べ
き

情
報
と
そ
の
精
度
な
ど
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。

■
全
市
一
斉
の
水
辺
等
美
化
活
動

（
河
川
清
掃
）
に
つ
い
て

風雨災害に備え河川排水路の
長期的な整備計画を

清　水　　　勇　議員（会派のぞみ）

メ
ジ
ェ
ー
ル
市
庁
舎
に
開
所
し

た
「
日
本
の
間
」
の
活
用
と
、

小
中
高
校
生
、
観
光
・
文
化
・

企
業
間
の
交
流
は
。

「
日
本
の
間
」
に
は
、
当
市
が

贈
呈
し
た
工
芸
品
や
、
り
ん
ご

並
木
な
ど
の
写
真
が
展
示
さ
れ
、
飯

田
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
の
訪
問
は
、
市
民
レ
ベ

ル
で
の
更
な
る
国
際
交
流
に
つ
な
が

り
、
当
市
が
目
指
す
「
小
さ
な
世
界

都
市
」へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

今
後
は
、
教
育
や
人
材
育
成
、
産
業

経
済
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
を
含
め

た
交
流
を
通
し
て
、
両
市
の
関
係
を

深
め
て
い
き
た
い
。

シャルルヴィル・メジェール市との
今後の交流は
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飯
田
市
南
信
濃
木
沢
都
市
山
村
交
流
促
進
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
施
設

と
い
う
が
、
具
体
的
に
地
域
の
人
は
ど
の
く
ら

い
活
用
し
て
い
る
か
。

昨
年
の
利
用
者
は
、
来
訪
者
数
が
約
３
千
人
、

交
流
事
業
へ
の
参
加
者
は
約
千
人
で
あ
る
。
事

業
に
利
用
し
た
場
合
、

利
用
料
を
徴
収
し
て
い

る
。
来
訪
者
の
リ
ピ
ー

ト
率
も
高
く
、
年
間
の

来
訪
者
数
も
増
加
し
て

き
た
。
地
域
住
民
は
、

清
掃
作
業
を
通
じ
て
、

こ
ど
も
や
高
齢
者
の
交

流
を
行
っ
て
い
る
。

貴
重
な
木
造
建
築
物
で
あ
り
、
火
災
予
防
に
対
し

て
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か
。

従
来
の
保
全
活
動
以
外
、現
時
点
で
新
た
な
防
火

対
策
は
検
討
し
て
い
な
い
。協
議
会
が
こ
ま
め
に

施
設
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、自
由
に
出
入
り
可
能

な
状
況
で
あ
る
の
で
地
元
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

も
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
推
進
事
業
（
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
点
検
実
施
補
助
）
に
つ
い
て

施
設
の
運
営
費
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

市
か
ら
支
払
わ
れ
る
指
定
管
理
料
は
ど
の
く
ら

い
か
。市

か
ら
の
指
定
管
理
料
は
「
ゼ
ロ
」
で
あ
り
、

協
議
会
が
利
用
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
利
用
料

と
来
訪
者
等
の
寄
附
金
収
入
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

る
。
市
か
ら
は
、
協
定
に
よ
る
修
繕
費
を
支
出
す

る
。

公
共
施
設
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
は
、

普
及
促
進
の
狙
い
も
あ
る
。
公
共
施
設
の
ス

ト
ー
ブ
が
頻
繁
に
不
具
合
を
起
こ
す
こ
と
は
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
。
交
換
部
品
が
あ
る
う
ち

の
不
具
合
で
あ
れ
ば
、
早
い
対
応
が
必
要
と
な
る

が
、
今
後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
に
設
置
し
た
ス

21

28

ト
ー
ブ
は
、
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
が
全
て

の
点
検
を
１
回
行
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。
そ
れ
以

降
は
、
主
管
課
が
対
応
し
、
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
診
断
業
務
委
託
料
に

つ
い
て

「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
診
断
」
と
は
ど

の
よ
う
な
診
断
内
容
か
。

今
回
の
診
断
は
省
エ
ネ
に
焦
点
を
絞
っ
て
い

る
。
特
に
電
気
使
用
量
に
つ
い
て
、
更
に
削
減

の
余
地
が
あ
る
か
の
診
断
を
受
け
、
改
善
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
他
の
事
業
所
へ
の
横
展
開
に

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

補足
説明
補足
説明
補足
説明

飯
田
市
役
所
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２

削
減
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
診
断

専門機関により

本庁舎の電気･ガス

使用量等を診断

専門機関により

本庁舎の電気･ガス

使用量等を診断

診断結果の分析

(使用量･使用箇所･

使用時間帯等 )

診断結果の分析

(使用量･使用箇所･

使用時間帯等 )

　CＯ2 削減対策の　

検討、実行

　CＯ2 削減対策の　

検討、実行

　他の事業所への　

普及活動

　他の事業所への　

普及活動

国から診断費用の
補助を受けて実施

します。

▲南信濃木沢都市山村交流施設
（旧木沢小学校）

説
明
で
は
平
成　

年
度
以
降
に
設
置
し
た
ペ

21

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
点
検
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、　

年
度
以
前
に
設
置
し
た
ス
ト
ー
ブ
の
点
検
は

20

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

公
共
施
設
へ
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
は

平
成　

年
度
か
ら
進
め
て
き
た
。　

年
度
ま
で
に

14

20

導
入
し
た
ス
ト
ー
ブ
は
、経
年
に
よ
り
交
換
部
品
が
な

い
た
め
、故
障
し
た
場
合
は
買
い
替
え
対
応
と
な
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
更
新
計
画
を
立
て
て
い
る
。▲市役所本庁舎Ｃ棟入り口に

設置のペレットストーブ

《
総
務
分
科
会
》
令
和
元
年
度
補
正
予
算
審
査
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飯
田
市
人
形
浄
瑠
璃
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
今
後
５
年
間

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
、
そ
れ
に
対
す

る
支
援
の
あ
り
方
も
含
め
て
指
定
管
理
者
と
協
議
す

べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

飯
田
市
と
し
て
施
設
に
対
す
る
思
い
を
明
文
化

し
て
管
理
者
へ
伝
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
役

割
分
担
を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
今

後
、
協
定
等
を
結
ぶ
時
に
趣
旨
を
確
認
し
、
毎
年
の

成
果
が
出
来
て
い
る
か
な
ど
見
直
し
な
が
ら
進
め
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
く
。

飯
田
市
旧
小
笠
原
家
書
院
・
小
笠
原
資
料
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

体
育
館
の
屋
根
改
修
と
の
こ
と
だ
が
、
問
題
の

原
因
は
究
明
で
き
た
の
か
。

三
穂
小
学
校
の
体
育
館
は
、以
前
か
ら
雨
漏
り

の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
、業
者
に
点
検
等
を
依

頼
し
て
き
た
が
、結
露
の
可
能
性
が
高
い
と
の
判
断

に
達
し
、結
露
対
策
の
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

三
穂
小
学
校
体
育
館
の
修
繕
に
つ
い
て

鼎
図
書
館
の
仮
移
設
に
つ
い
て

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
聖
火

リ
レ
ー
出
発
式
の
委
託
料
４
０
０
万
円
の
内
容

は
。

出
発
式
の
運
営
費
で
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
設
置
や

応
援
旗
等
の
費
用
で
あ
る
。
予
算
額
は
、
長
野

県
が
選
定
し
た
委

託
業
者
か
ら
の
見

積
り
金
額
で
あ
る
。

聖
火
リ
レ
ー
出
発
式
の
委
託
料
に
つ
い
て

こ
の
施
設
を
指
定
管
理
で
運
営
す
る
こ
と
の
目

的
と
、
今
ま
で
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
。

施
設
の
展
示
物
の
維
持
管
理
や
観
覧
者
へ
の
説

明
、文
化
教
養
講
座
の
企
画
業
務
、そ
れ
ら
を
通

じ
て
市
民
の
教
養
や
文
化
の
向
上
発
展
を
目
的
に
指

定
管
理
で
運
営
し
て
い
る
。指
定
管
理
者
の
三
穂
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、こ
れ
ま
で
も
人
形
劇
フ
ェ

ス
タ
の
地
域
公
演
や
神

無
月
の
宴（
う
た
げ
）、プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
活
用
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
継
続
し
て
開

催
し
て
お
り
、地
域
の
文

化
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
と
評
価
し
て
い
る
。

老
朽
化
に
よ
る
仮
移
設
と
の
説
明
だ
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

鼎
と
上
郷
の
２
つ
の
地
域
館
や
各
地
区
に
あ
る

　

分
館
を
含
め
て
、
飯
田
市
全
体
の
図
書
館
運

16

営
体
制
を
再
検
討
し
て

い
く
中
で
、
鼎
図
書
館

の
あ
り
方
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

　

ま
た
、
鼎
地
区
内
で

も
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
等
の
課
題
が
あ
り
検

討
会
が
立
ち
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
そ
こ
に
参

加
し
な
が
ら
一
緒
に
検

討
し
て
い
く
。

▼

今
田
人
形
の
館
（
龍
江
）

▲黒田人形浄瑠璃伝承館（上郷）

▲仮移設が決まった鼎図書館

▲旧小笠原家書院（三穂）

《
社
会
文
教
分
科
会
》
令
和
元
年
度
補
正
予
算
審
査
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飯
田
市
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

民
法
改
正
に
伴
っ
て
、
条
例
に
規
定
す
る
延
滞

利
息
を
法
定
利
率
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
法
定
利
率
は
。

利
率
は
時
点
で
変
わ
る
。
ま
た
、
民
法
の
規
定

に
準
じ
て
扱
っ
て
い
く
。
現
在
、
改
正
民
法
の

第
４
０
４
条
に
規
定
さ
れ
る
法
定
利
率
は
、
年
３

パ
ー
セ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
市
中
銀
行
の
金
利
動
向
に

合
わ
せ
て
変
動
し
て
い
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

飯
田
市
大
平
宿
生
活
原
体
験
施
設
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

平
成
記
念
飯
田
子
ど
も
の
森
公
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

広
大
な
敷
地
の
管
理
や
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
継
続

性
の
観
点
か
ら
、
指
定
管
理
者
の
選
定
は
。

指
定
管
理
者
は
、
令
和
元
年
７
月
に
設
立
さ
れ

た
新
し
い
事
業
者
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
指
定

管
理
者
の
今
年
度
末
の
解
散
を
受
け
て
、
そ
の
従
業

員
を
雇
用
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
施
設
を
維
持
管
理
す
る
と
と
も
に
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
立
案
し
、
実
施
し
て
い
く
計
画

の
提
案
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
定
に
至
っ
た
。

市営住宅の耐震化など長寿命化計画の方針は、産業建設

委員会協議会において市地域計画課より説明がありました。

➡詳細は 飯田市議会ホームページ をご覧ください

指
定
管
理
施
設
の
利
用
状
況
は
。

直
近
３
年
の
実
績
と
し
て
、平
成　

年
は
１
、２
６

28

５
人
、平
成　

年
は
１
、２
２
６
人
、平
成　

年
は

29

30

９
３
８
人
で
あ
り
、昨
年
は
、利
用
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
の

秋
に
、台
風
が
重
な
っ
た
影
響
に
よ
り
減
少
し
た
。

施
設
の
維
持
管
理
、
老
朽
化
対
策
は
。

大
平
宿
生
活
原
体
験
施
設
は
、古
民
家
９
棟
、付
属

の
倉
庫
１
棟
の　

施
設
あ
る
が
、年
数
を
重
ね
、傷

10

み
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。毎
年
度
、予

算
措
置
を
し
な
が
ら
修
繕
等
の
対
応
を
し
て
き
て
い
る
。

飯
田
市
立
動
物
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
選
定
は
。

現
在
の
指
定
管
理
者
が
、
今
年
度
末
を
も
っ
て

解
散
す
る
が
、
議
案
の
指
定
管
理
者
は
、
こ
れ

ま
で
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
方
々
を
含
む
事
業
者

で
あ
り
、
施
設
の
管
理
や
飼
育
、
対
応
に
は
実
績
が

あ
り
、
信
頼
で
き
る
こ
と
か
ら
選
定
し
た
。

令和元年９月の動物

愛護週間に「アルパカ」

が展示されました。

平成30年(2018年)に

飯田市立動物園へ

126,302人の来園があ

りました。

▼平成記念飯田子どもの森公園

年間を通じて各種講座、イベント事業が開催され、
平成30年（2018年）に115,995人の来園がありました。
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本
庁
舎
Ａ
棟
３
階
に
展
示
し
て
あ
る
駅
周
辺
イ

メ
ー
ジ
模
型
を
も
う
少
し
市
民
の
皆
さ
ん
に
見

て
も
ら
え
る
場
所
に
移
す
こ
と
は
考
え
な
い
か
。

目
立
つ
場
所
へ
の
展
示
を
検
討
し
た
が
、
縦
長

の
展
示
物
と
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
制
約
も
あ
り
現

在
の
場
所
で
の
展
示

と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
他
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
、
地
区
の
文
化
祭

等
で
ご
要
望
が
あ
れ

ば
模
型
を
ケ
ー
ス
に

入
れ
た
状
態
で
貸
し

出
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。基

本
設
計
が
完
了
し
、
今
後
実
施
設
計
の
検
討

に
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
開
通
後
に
リ
ニ
ア
の

活
用
が
見
込
ま
れ
る
若
者
た
ち
の
自
由
な
発
想
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

今
後
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
で
検
討
し
整
理
し

て
い
く
が
、
基

本
設
計
の
検
討
の
中

で
も
行
っ
て
き
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
へ
の
参
加
呼
び
掛

け
を
行
う
な
ど
、
今

ま
で
の
市
民
参
画
型

の
理
念
を
今
後
も
継

続
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
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リ
ニ
ア
代
替
地
整
備
座
光
寺
唐
沢
・
宮
の
前
地

区
に
隣
接
し
、
県
道
上
飯
田
線
と
県
道
市
場
桜

町
線
を
結
ぶ
、
市
道
座
光
寺　

号
線
の
道
路
改
良
工

95

事
後
の
、
代
替
地
整
備
の
先
行
き
は
。

道
路
改
良
工
事
は
、
道
路
内
の
普
通
河
川
の
付

替
え
を
渇
水
期
に
行
う
も
の
で
、
早
期
着
手
・
完

了
を
め
ざ
し
、
か
か
る
代
替
地
整
備
を
来
年
度
か
ら

進
め
た
い
。

座
光
寺
唐
沢
・
宮
の
前
代
替
地
整
備
の
全
体
工

事
費
の
見
込
み
は
。

現
在
、
地
権
者
や
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
明
確
な
区
域
を

確
定
し
全
体
の
整
備
計
画
を
定
め
て
ご
了
解
を
得
る

と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
積
み
上
げ

を
行
え
る
状
況
で
な
い
た
め
、
全
体
工
事
費
に
つ
い

て
は
確
定
し
て
い
な
い
。

代
替
地
希
望
者
の
状
況
は
。

個
々
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
今
後
把
握
を
し
て

い
く
。

　

産
業
建
設
分
科
会
・
リ
ニ
ア
推
進
連
合
会
議
及
び

後
期
全
体
会
に
お
け
る
、
質
疑
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
駅
舎

イ
メ
ー
ジ
が
い
つ
ま
で
も
白
い
ま
ま
で
あ
る

が
、
周
囲
と
の
調
和
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
の

調
整
は
進
ん
で
い
る
か
。

駅
舎
の
意
匠
に
つ
い
て
は
、実
施
計
画
で
検
討
し
て

い
く
課
題
と
捉
え
て
い
る
。ト
ー
タ
ル
的
な
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
違
和
感
の
な
い
よ
う
な
形
に
ま
と
め
上
げ
て

い
く
た
め
に
、現
在
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
更
に
細
か
い
部
分
を
詰
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

▲本庁舎Ａ棟３階の展示スペース

▼

駅
周
辺
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
図

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
基
本
設
計
に
つ
い
て

▲市民ワークショップの様子



～ ラジオ体操 ～
　

 村松 　まり 子  
むらまつ こ

新しい朝が来た　希望の朝だ
　　喜びに胸を開け　大空あおげ
ラジオ体操の音楽と掛け声が流れて

くると、小学生の夏休みにタイムスリッ
プするような気分になる。起き抜けの顔でラジオ体操
カードを、首から吊してラジオ体操会場に通っていたの
は懐かしい思い出だ。
この誰もが知る体操の動きには、優れた効果が秘めら
れており、「人生100年時代」を健康に暮らすための身近
な運動として改めて注目されている。ラジオ体操の約３
分という短い時間の中で、13の動作を軽快なリズムに合
わせて行うことで、ふだんの生活では使わない筋肉を含
め、全身の筋肉･骨格をバランス良く効率的に動かすこと
ができ、健康づくりに効果があるという。
以前年齢と共に足腰が弱くなってきた母が、「ラジオ体
操を続けたら丈夫になった」と、運動不足の私に勧めてく
れたが長続きしなかった。
還暦を過ぎ、健康診断の結果が気になりだしてきた今。
たった３分、されど３分。継続しよう！

～アインシュタインとベートー
ヴェンではどちらが天才か？～

　

 井  坪 　 隆  
い つぼ たかし

ノーベル賞の受賞者は、時として
「天才」と呼ばれることがある。「天才」
といえば、科学者アインシュタインが

思い浮かぶ。ほかに「天才」を冠することが多い人に音
楽家もいる。その一人が、今年2020年に生誕250年を迎
えるベートーヴェンである。
では、どちらが天才か。2002年にノーベル賞を受賞し

た小柴昌俊さんによれば、音楽家こそ希有の天才であ
るが科学者はさにあらず。それは、彼がいなかったなら
その音楽はこの世には存在しない。では科学者はどう
か？もし彼がこの世に生まれてこなかったとしても、
それに先立つ多くの研究の積み重ねの上に、理論はい
ずれは誰かが創り上げたであろう。つまり科学は、ひと
りの天才が突然創造するものではない、というわけだ。
ノーベル賞の吉野彰さんらが開発した電池を搭載す

る電気自動車に乗り、ベートーヴェンを聴きながら音
楽に親しむ私としては、「天才」でもないのに嬉しい解
釈だ。

委員長　竹村　圭史 副委員長　福澤　克憲

委　員　清水優一郎 塚平　一成 古川　　仁

　　　　永井　一英 新井信一郎 井坪　　隆
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「山」「里」「街」の暮らしを大事に考えそれぞれの
暮らしを支えるための区域を具体的に設定します。

リニア中央新幹線開通等の飯田の特殊事情を踏まえ、
まずは中心市街地やリニア駅周辺地域について効果
的な施策や財政支援等の活用を見据えて策定します。

地域拠点の都市施設の立地に関しては、各地域で策定
されている基本構想や土地利用計画・景観などのルー
ルづくりの取り組みと一体的に連携していきます。

いいだ山里街づくり推進計画
(飯田市版立地適正化計画)について
この計画は、市内全域を対象に本年4月から2040

年までの長期的視点に立ち、市の総合計画との整合

を図りながら、目指す将来都市像の具現化を図るた

めのものです。

■第１回定例会　２月 25 日 ( 火 ) ～３月 19 日 ( 木 )
□一般質問　３月４日（水）～５日（木）（傍聴可能）
　※質問内容は２月 27 日午後以降に飯田市議会ホー
　　ムページに掲載されますのでご確認ください。
□委員会日程（傍聴可能）
　予算決算 ( 前期全体会２月 25 日、後期全体会３月 17 日 )
　総務 (３月６日、９日 )、社会文教 (３月９日、10 日 )、
　産業建設 (３月 10 日、11 日 )、リニア推進（３月 13 日 ）
■議会への請願・陳情は、２月 19 日 ( 水 ) 午後５時
　までに、議会事務局へご提出ください。

◆質問内容に馴染みのない市民にも分かるよう丁寧な
質問をしており、聞いていて分かりやすかった。

◆議場と傍聴席との距離が近く、緊迫した空気を感じた。

　正副議長と広報広聴委員の総勢 10 名による出

前講座を令和元年 10月 23日、山本小学校 6年

生２クラスを対象に実施しました。

　全体会での市議会についての説明後、１クラ

スごとに班別交流会（意見交換会）を行い、最

後は児童と一緒に給食もいただきました。

　日頃学校生活で感じることを中心

に、自由に意見を言い合える児童の

姿がとても印象的でした。

～傍聴された方の感想より～

◆当日の様子は市議会ホームページでご確認
　いただけます。　 　　　　　　  （QR コード→）
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